
特集
デジタル化を考える

　
遠
く
に
居
る
人
の
顔
を
見
て
話
し
、

現
金
を
使
わ
ず
に
お
金
を
払
い
、撮
っ

た
写
真
を
そ
の
場
で
送
り
合
う
。
今

当
た
り
前
に
あ
る
技
術
は
、
50
年
前

に
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
こ
の
数
十

年
の
間
に
新
し
い
デ
ジ
タ
ル
技
術
が

次
々
と
生
ま
れ
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

を
便
利
に
変
え
て
き
た
。
人
と
会
え

な
い
日
々
が
続
い
た
こ
と
で
テ
レ

ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
な
ど
が

普
及
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
流
れ
は
さ

ら
に
加
速
し
て
い
る
。

　
ど
ん
な
に
技
術
が
進
歩
し
て
も
、

使
う
の
は
私
た
ち
人
間
だ
。
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
、
便

利
さ
が
も
た
ら
す
も
の
を
何
に
生
か

す
か
は
、一
人
一
人
違
う
答
え
が
あ
る
。

　
何
の
た
め
に
便
利
さ
を
求
め
る
の

か
。
デ
ジ
タ
ル
化
の
波
と
向
き
合
う

市
民
の
姿
を
通
じ
て
考
え
て
み
た
。

《
2
‒
8
面
に
関
連
記
事
》
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❷―❽ �特集デジタル化を考える 
便利さは何のため

❾ 街の話題/コラム
❿ 体の元気はお口から
⓫―⓬ お知らせ/コラム
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1987年～　キャプテンシステム開始
　県内市町村に先立って導入。施設予
約ができるのは先進的でした。
　96年～　インターネットの普及
　ネットの普及と同時期に、最新機器
や情報発信が体験できる情報プラザを
オープン（写真❺）。市のホームページ
も開設されました（写真❹）。
2004年～　通信用端末の導入
　ネットに接続できる街頭端末「マイ
タウンナビ」を設置し、市役所に事務用
パソコンを導入しました。
　21年～　コロナ禍での新たな需要
　「情報化推進計画」を策定。
スマホやSNSの普及、コロ
ナ禍など、新たな需要に合っ
た取り組みを進めていき
ます。

�

日
露
戦
争
で
「
信
濃
丸
」
が
安
中
電
機
（
ア
ン
リ

ツ
の
前
会
社
）
製
の
無
線
電
信
機
を
使
用

�

後
に
「
公
衆
電
話
機
」
と
な
る
「
共
電
式
自
動
電

話
機
」
を
量
産
化

世
界
初
の
無
線
電
話
を
実
用
化

❶
世
界
初
の
実
用
音
声
無
線
電
話
機

����

ラ
ジ
オ
受
信
機
、
ス
ピ
ー
カ
ー
な
ど
を
製
造

放
送
事
業
開
始

国
産
初
の
自
動
式
公
衆
電
話
機

公
衆
電
話
機
を
量
産
化

国
産
複
写
機
第
一
号

❷

世
界
初
の
原
稿
台
固
定
方
式
コ
ピ
ー
機

�

世
界
初 

フ
ァ
ク
ス
で
実
用
的
な
国
際
間
デ
ー
タ 
 

送
受
信
に
成
功

自
動
車
電
話
登
場

シ
ョ
ル
ダ
ー
ホ
ン
登
場
※
１

携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
開
始

�

電
話
回
線
を
使
っ
た
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
キ
ャ

プ
テ
ン
シ
ス
テ
ム
」
導
入

❸

初
の
デ
ジ
タ
ル
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
機

公
衆
電
話
施
設
数
が
最
大
に

ム
ー
バ
登
場
※
２

�

キ
ャ
プ
テ
ン
シ
ス
テ
ム
で
の
市
内
駐
車
場
満
空
情

報
の
配
信
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
稼
働

図
書
館
情
報
シ
ス
テ
ム
（
キ
ャ
プ
テ
ン
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稼
動

加
入
電
話
最
高
契
約
数
記
録

❹

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

❺

情
報
プ
ラ
ザ
オ
ー
プ
ン
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厚
木
伊
勢
原
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
株
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が

サ
ー
ビ
ス
開
始

Ｓ
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Ｓ
開
始
、
同
機
能
付
き
携
帯
電
話
発
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※
３

ｉ
モ
ー
ド
開
始
※
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あ
つ
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マ
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メ
デ
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テ
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シ
ョ
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設
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※
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書
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ス
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稼
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※
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カ
メ
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付
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携
帯
電
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発
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加
入
電
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と
携
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電
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の
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逆
転

戸
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の
コ
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ピ
ュ
ー
タ
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シ
ス
テ
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始
ま
る

メ
ー
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マ
ガ
ジ
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シ
ス
テ
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稼
働

パ
ケ
・
ホ
ー
ダ
イ
サ
ー
ビ
ス
開
始
※
７

❻
お
サ
イ
フ
ケ
ー
タ
イ
発
売
※
８

申
請
書
式
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
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ビ
ス
開
始

❼

マ
イ
タ
ウ
ン
ナ
ビ
設
置
※
９

マ
イ
タ
ウ
ン
ク
ラ
ブ
稼
動
※
10

庁
内
に
事
務
用
パ
ソ
コ
ン
約
１
７
０
０
台
を
導
入

事
務
決
裁
を
電
子
化

電
子
申
請
・
届
出
シ
ス
テ
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開
始

図
書
館
情
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シ
ス
テ
ム
の
ネ
ッ
ト
予
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開
始

公
募
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募
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シ
ス
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稼
動

ワ
ン
セ
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放
送
開
始
※
11

か
な
が
わ
電
子
入
札
共
同
シ
ス
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開
始

ネ
ッ
ト
で
の
行
政
文
書
公
開
請
求
開
始

❽

大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ「
あ
つ
ぎ
ビ
ジ
ョ
ン
」設
置

携
帯
電
話
契
約
数
１
億
突
破

ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
３
Ｇ
日
本
発
売

議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
シ
ス
テ
ム
稼
働

公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
開
設

Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ
対
応
ス
マ
ホ
発
売

公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
開
設

❾
地
デ
ジ
化

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
選
挙
運
動
解
禁

❿

全
天
球
画
像
カ
メ
ラ
を
世
界
で
初
め
て
発
売

マ
イ
タ
ウ
ン
ク
ラ
ブ
ス
マ
ホ
サ
イ
ト
開
始

⓫
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

ス
マ
ホ
の
保
有
率
が
固
定
電
話
を
超
え
る

「
ス
マ
報
」
運
用
開
始
※
12

公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
開
設

⓬

�

本
厚
木
駅
前
北
口
広
場
に
電
子
看
板
「
あ
つ
ナ

ビ
」
設
置

�

Ａ
ｔ
ｓ
ｕ
ｇ
ｉ�

Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ�

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
開
始

広
報
課
公
式
ツ
イ
ッタ
ー
開
設

�

公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
公
式

ラ
イ
ン
開
設
（
詳
し
く
は
６・
７
面
へ
）

⓭
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
開
始

�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
（
６
代
目
）、
市
税

の
電
子
納
付
・
手
数
料
の
電
子
決
済
開
始
（
詳
し

く
は
７
面
へ
）

デ
ジ
タ
ル
庁
発
足

出
典　

�

総
務
省　

情
報
通
信
白
書
（
年
表
な
ど
：
令
和
元
年
版
、

平
成
１６
年
版
。
グ
ラ
フ
：
令
和
２
年
版
）

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
発
展
と
共
に
、

私
た
ち
の
生
活
も
変
化
し
て
き
た
。

全
国
的
な
動
向
や
市
内
企
業
の
歩
み

な
ど
と
一
緒
に
、
歴
史
を
振
り
返
っ

て
み
た
い
。

特集 �デジタル化を考える

１920

注釈 ※１肩掛けで持ち運ぶ端末。重さは3㌔ほ
ど�※2当時世界最小の携帯電話端末。約230㌘
と大幅に小型・軽量化された�※3「Short�Me
ssage�Service」の略。携帯電話番号を使っ
たメッセージの送受信�※4携帯電話対応の
ネット接続サービス�※5ネットで施設予約や
催しの閲覧ができる街頭端末�※６ネットから
蔵書を検索できるシステム。当時予約はできな
かった�※7パケット通信が定額で使えるサー
ビス�※8交通機関のＩＣカードと同じように電
子決済ができる携帯電話�※9タッチパネル式
の街頭型端末�※１0施設予約・催しの閲覧、市
民同士の情報交換ができるネットサービス�※
１１携帯電話など向けテレビ放送サービス�※１2
市民情報提供システム

　1936年に創業した当社は、 オフィスへの普及に貢献し
た小型の複写機や、現在の 形の原型となる製品（写真
❷）などを製造してきまし た。コピー機は、それまで
手書きだった書類の写し作業 時間を大幅に削減。その後
もデジタルカラー複写機や、 環境に配慮したリサイクル
部品の再利用による製品も 手掛けています。
　2010年代からのペーパーレ スの流れやコロナ
禍で、人々の働き方も急速に 変わりました。それ
に伴いコピー機の国内大量 生産はなくなりまし
たが、これからはデジタル技 術で課題を解
決する会社として、皆さん のニーズに寄り
添っていきます。

　明治時代に創業した当社は、世界初の無線電話や、放
送事業黎

れい

明
めい

期の放送機などの開発・製造に取り組んでき
ました。1953年には公衆電話機の量産化に着手し、国内
外に販売。公衆電話が最も使われていた80〜90年代には、
全国で50％のシェアがありました。
　2000年代に携帯電話が普及し始めると、携帯電話など
の開発のために作っていた電波測定器が売り上げの中心
になっていきます。13年の地デジ化では、実は当社の測

定器が活躍していたんです。
　1人1台以上スマホなどの端末を持つのが当
たり前になった今は、大容量・超高速の通信環
境が求められています。当社の製品を日常的に
目にすることは少ないかもしれませんが、年々
進化する通信インフラの発展に貢献できるよ
う、日々取り組んでいます。

19821982年カード式公衆電話年カード式公衆電話

❷❷世界初の原稿台固定方世界初の原稿台固定方
式。それまでは筒状の版で式。それまでは筒状の版で
巻き取りながらインクを付巻き取りながらインクを付
けるのが一般的だったけるのが一般的だった

❸❸A4カラーコピーがA4カラーコピーが
５５分から分から11分以下に分以下に

❿❿360360°°撮影撮影できるカメラできるカメラ

❶❶1914年1914年実用音声無線電話機実用音声無線電話機

❾❾地デジ化の際に活躍し地デジ化の際に活躍し
た測定器た測定器

⓬⓬ 遠隔で掲示物を差し遠隔で掲示物を差し
替えられるように替えられるように

❽❽あつぎビジョンあつぎビジョン
（～（～1818年年））

❹❹初代公式ホームページ初代公式ホームページ

⓭⓭パソコン端末を使って授業を受ける子どもたちパソコン端末を使って授業を受ける子どもたち

19201920～～4040年ごろ 年ごろ   菁菁
せいせい

莪莪
がが

小学校（現・あつぎ郷土博物館付近）の授業小学校（現・あつぎ郷土博物館付近）の授業

❺❺オープン当時の情報プラザオープン当時の情報プラザ
20012001年、清水小学校のホーム年、清水小学校のホーム

ページ開設ページ開設

0508１2１42425395355６573798587909１939６9799

市役所 ����アンリツ リコー
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情報通信機器の世帯保有率の推移

（出典）総務省「通信利用動向調査」

固定電話　　FAX　　スマートフォン　　
パソコン　　タブレット型端末

コーポレートブランディング部
広報チーム 軽部�敏和さん（48）

厚木SPC 総務リーダー
大山�裕一 さん（52）

000１0304050６070809１0１１１3１5１7１8１9202１

問市民課☎225-2039

　コンビニでの証明書交付な
どに便利なカードの発行手続
き・撮影を、市職員が無料で手
伝います。

《日時》平日8時30分～17時15分
《場所》市民課
《持ち物》本人確認書類
申当日直接会場へ。

約２週間後に市役所から郵送される交付申請書
を受け取り→交付通知書・本人確認書類を持
ち、市民課で受け取り。

⓫マイナンバーカード
　申請をお手伝い

アンリツ
株式会社

‥‥市のあゆみ‥‥‥‥市のあゆみ‥‥

❼❼0404年設置の年設置の
「マイタウンナビ」「マイタウンナビ」

8080～～9090年代に普及年代に普及
したビデオテープしたビデオテープ

❻❻初めてのおサ初めてのおサ
イフケータイイフケータイ

申請後
の流れ

株式会社
リコー

問情報政策課☎225-2459

変
化
を
た
ど
る
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動画は
こちら

け
れ
ど
、
40
年
前
に
は
考
え
ら
れ
な

か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。
当
時
パ
ソ

コ
ン
は
珍
し
く
、
使
っ
て
い
る
人
は

少
な
か
っ
た
。重
く
て
厚
み
が
あ
り
、

持
ち
運
び
も
で
き
な
か
っ
た
。

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、情
報
化
が
進
む
時
代
に
合
わ
せ
、

市
民
が
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
使
い
方
を

学
べ
る
よ
う
、
１
９
９
９
年
に
発
足

し
た
。
津
田
さ
ん
は
45
歳
の
時
、
設

立
さ
れ
た
ば
か
り
の
団
体
に
加
入
し

た
。
多
く
の
人
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

便
利
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思

い
か
ら
だ
。
初
め
て
の
講
座
で
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
い
方
を
担

当
。
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
パ
ソ
コ
ン

に
触
れ
る
参
加
者
に
、
検
索
キ
ー

　
「
今
日
は
、
名
刺
の
作
り
方
の
手

ほ
ど
き
の
予
約
が
入
っ
て
い
ま
す
」。

緊
急
事
態
宣
言
が
明
け
た
10
月
、
情

報
プ
ラ
ザ
の
一
室
で
は
、
パ
ソ
コ
ン

講
座
の
開
講
を
前
に
打
ち
合
わ
せ
が

始
ま
っ
た
。
講
師
を
務
め
る
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
1
人
、

津
田
尚
徳
さ
ん
は
、
20
年
以
上
に
わ

た
り
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　

情
報
収
集
な
ど
の
仕
事
が
き
っ
か

け
で
パ
ソ
コ
ン
と
出
合
い
、
使
い
込

む
う
ち
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
便
利

さ
に
引
き
込
ま
れ
た
津
田
さ
ん
。
20

代
の
時
、
約
20
万
円
の
パ
ソ
コ
ン
を

購
入
し
、
よ
く
使
う
サ
イ
ト
の
リ
ン

ク
集
を
作
っ
て
い
た
。「
今
で
は
誰
も

が
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
た
こ
と
が
あ
る

ワ
ー
ド
な
ど
を
助
言
し
た
。
世
の
中

が
便
利
に
な
る
一
方
で
、
デ
ジ
タ
ル

化
の
波
に
乗
り
切
れ
な
い
人
も
い

る
。
団
体
で
は
そ
ん
な
人
に
も
親
し

ん
で
ほ
し
い
と
、
延
べ
2
万
６
千
人

以
上
に
教
え
て
き
た
。「
日
常
生
活

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
わ
な
い
の

は
、病
院
の
診
察
や
契
約
書
く
ら
い
。

便
利
だ
が
、
昔
に
比
べ
て
間
違
っ
た

情
報
も
増
え
て
い
る
の
で
、
見
極
め

る
必
要
が
あ
る
」
と
話
す
。

　

最
近
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
講

座
も
取
り
入
れ
て
い
る
。「
ワ
ク
チ

ン
の
予
約
や
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
な
ど
で
関
心
が

高
ま
っ
た
。
私
た
ち
自
身
も
使
い
な

が
ら
経
験
を
積
み
、
教
え
ら
れ
る
体

制
を
整
え
て
い
る
」と
力
を
込
め
る
。

津
田
さ
ん
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
に
触
れ
る
人
の
最
初
の

一
歩
に
寄
り
添
い
、
多
く
の
人
の
生

活
を
豊
か
に
し
て
い
く
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
開
き
、
人
差
し
指

を
使
っ
て
文
章
を
選
び
、
読
み
上
げ

ボ
タ
ン
を
押
す
。
通
常
よ
り
何
倍
も

速
い
音
声
で
、
文
字
が
読
み
上
げ
ら

れ
る
。「
初
め
は
も
っ
と
ゆ
っ
く
り
、

人
と
話
す
く
ら
い
の
速
さ
で
聞
い
て

い
た
。
今
は
慣
れ
て
、
も
う
少
し
で

一
番
速
い
設
定
に
な
る
」。
髙
梨
智

樹
さ
ん
は
幼
い
頃
か
ら
、
学
習
障
が

い
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
と
向
き
合
っ
て

き
た
。

　

デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
は
、
視
覚
や
聴

覚
に
異
常
は
な
い
が
、
文
字
の
読
み

書
き
に
困
難
を
生
じ
る
。
文
字
・
行

間
を
狭
く
す
る
と
読
み
に
く
い
、
文

字
を
読
む
と
疲
れ
る
、
文
字
が
ゆ
が

ん
で
見
え
る
な
ど
、
症
状
は
人
に

よ
っ
て
異
な
る
。

　

髙
梨
さ
ん
は
日
常
生
活
で
、
紙
の

文
字
に
は
ス
マ
ホ
の
カ
メ
ラ
を
向
け
、

ネ
ッ
ト
で
は
文
字
を
カ
ー
ソ
ル
で
選

択
し
、
読
み
上
げ
機
能
を
使
っ
て
い

る
。「
中
学
生
で
初
め
て
パ
ソ
コ
ン
の

読
み
上
げ
機
能
を
使
っ
た
。
今
ま
で

は
映
像
で
確
認
し
て
い
た
情
報
が
音

声
で
確
認
で
き
、
と
て
も
楽
に
な
っ

た
」と
振
り
返
る
。
高
校
に
入
る
と
、

音
声
教
材
や
テ
ス
ト
デ
ー
タ
の
電
子

化
な
ど
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
取
り
入

れ
、工
夫
し
な
が
ら
授
業
を
受
け
た
。

　

13
歳
で
ド
ロ
ー
ン
に
出
合
い
、
２

０
１
６
年
に
は
日
本
代
表
と
し
て
国

際
大
会
に
参
加
し
た
髙
梨
さ
ん
。
18

年
に
は
父
親
と
ド
ロ
ー
ン
専
門
会
社

を
設
立
し
、
消
防
と
連
携
し
災
害
現

場
の
確
認
や
、
テ
レ
ビ
局
の
撮
影
を

手
掛
け
る
な
ど
、
活
動
の
幅
を
広
げ

て
い
る
。
一
緒
に
仕
事
を
す
る
父
・

浩
昭
さ
ん
（
57
）
は
「
息
子
が
小
学

生
の
頃
は
、
電
子
教
科
書
な
ん
て
な

か
っ
た
。
世
の
中
が
デ
ジ
タ
ル
化
に

進
む
の
に
合
わ
せ
、
う
ま
く
生
活
に

取
り
入
れ
、
今
で
は
体
の
一
部
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

　

好
奇
心
と
探
究
心
で
自
分
に
合
っ

た
手
段
を
生
活
に
取
り
入
れ
て
い
る

髙
梨
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
ら
し

く
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

続
け
て
い
く
。

相模里神楽の動画を公開中 稽古を受けてみませんか

2019年 市民アンケート（753人が複数回答。上位7項目を掲載）

インターネットの利用目的

検索・閲覧
電子メール
地図情報
買い物
音楽・動画
ＳＮＳ
金融取引

95.6
（%）

77
73.2

66.4
48.9
44.8

32.3

　古民家や竹林、神社
などで撮影した動画を
公開しています。

　パソコンやスマートフォンの知識を生
かして活動する会員と、機器の使い方な
どを教わる受講者を募集しています。

　神事に携わりたい、舞台に出演したい、
幅広いスキルを身に付けたいなど稽古を受
ける理由はさまざま。一緒に神楽をやって
みませんか。

市HPの関連
ページで見ら
れます

詳しくは
団体HPへ

特集
デジタル化を考える

問文化財保護課☎225-2509
問垣澤社中事務局☎229-0485

sagami.satokagura@gmail.com

　

勇
ま
し
い
天
狐
が
髪
を
振
り
乱

し
、
た
お
や
か
な
女
神
が
川
の
ほ
と

り
で
喜
び
を
舞
う
。
垣か

き

澤ざ
わ

瑞み
ず

貴き

さ
ん

が
一
人
三
役
を
演
じ
、
昨
年
公
開
さ

れ
た
動
画
の
一
幕
だ
。

　

神
楽
は
神
を
楽
し
ま
せ
、
活
気
づ

け
る
た
め
に
生
ま
れ
た
伝
統
芸
能
。

神
と
人
を
つ
な
ぐ
も
の
と
し
て
、
古

く
か
ら
地
域
の
神
社
な
ど
で
親
し
ま

れ
て
き
た
。
明
治
時
代
に
発
足
し
、

１
０
０
年
以
上
伝
統
を
受
け
継
ぐ
相

模
里
神
楽
垣
澤
社
中
は
、
主
に
神
社

で
の
祭
事
を
中
心
に
活
動
し
て
き
た
。

　

家
元
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
、
物
心

つ
く
前
か
ら
父
親
の
神
楽
を
見
て 

い
た
瑞
貴
さ
ん
。
小
学
生
の
時
に
は

「
出
る
人
も
見
る
人
も
お
年
寄
り
が

多
い
。
友
達
に
声
を
掛
け
て
も
来
て

く
れ
る
の
は
一
回
き
り
」
と
、
現
場

の
高
齢
化
を
感
じ
て
い
た
。
20
年
ほ

ど
前
に
は
祭
事
が
激
減
し
、
発
表
の

場
は
イ
ベ
ン
ト
や
舞
台
な
ど
に
変

化
。
後
継
者
不
足
や
資
金
繰
り
の
難

し
さ
と
い
う
、
伝
統
芸
能
に
間
々
あ

る
課
題
を
抱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
、
追
い
打
ち
を
掛
け
る

よ
う
に
感
染
症
が
流
行
。
イ
ベ
ン
ト

は
次
々
中
止
さ
れ
、
人
を
集
め
る
稽

古
も
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
以

前
か
ら
「
生
き
残
る
に
は
新
し
い
発

信
方
法
を
考
え
な
け
れ
ば
」
と
危
機

感
を
募
ら
せ
て
い
た
瑞
貴
さ
ん
は
、

す
ぐ
さ
ま
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

た
動
画
配
信
に
取
り
組
ん
だ
。

　

地
域
の
魅
力
も
発
信
し
よ
う
と
、

撮
影
は
市
内
の
古
民
家
や
竹
林
、
市

街
地
な
ど
で
実
施
。
対
面
で
の
稽
古

が
で
き
な
い
た
め
、
動
画
や
ビ
デ
オ

通
話
を
活
用
し
、
ど
こ
に
い
て
も
練

習
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
た
。

　

三
代
目
家
元・勉
さ
ん（
75
）は「
芸

能
は
人
が
い
な
い
と
成
り
立
た
た
ず
、

時
代
に
沿
っ
て
変
化
を
し
て
い
る
。

動
画
の
発
信
は
、
今
の
時
代
に
合
っ

た
形
だ
」
と
瑞
貴
さ
ん
の
活
動
を
応

援
し
て
い
る
。「
時
代
が
変
わ
り
形
が

変
わ
っ
て
も
、
神
や
人
の
心
を
楽
し

ま
せ
、
気
持
ち
を
盛
り
立
て
る
役
割

は
変
わ
ら
な
い
」
と
瑞
貴
さ
ん
、
勉

さ
ん
は
口
を
そ
ろ
え
る
。

　

動
画
配
信
を
き
っ
か
け
に
、
神
楽

の
魅
力
が
広
が
り
始
め
た
。「
今
年

に
入
っ
て
、
若
い
人
か
ら
稽
古
を
受

け
た
い
と
の
連
絡
が
増
え
た
。
娘
の

舞
台
も
控
え
て
い
る
の
で
、
多
く
の

人
に
魅
力
が
伝
わ
れ
ば
」
と
笑
顔
を

見
せ
た
瑞
貴
さ
ん
。
１
０
０
年
の
伝

統
を
受
け
継
ぐ
郷
土
芸
能
は
、
形
を

変
え
な
が
ら
、
未
来
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
く
。

ドローンパイロット
髙梨　智樹さん（22・戸室）
　ドローン業界の最前線で活躍中。
文字の読み書きが困難な学習障がい

（ディスレクシア）がある

市マルチメディアボランティア
会長 津田　尚徳さん（67・森の里）
　20年以上パソコンなどの使い方を中心
にボランティアで活動中

踏み出した新たな一歩

苦
手
を
補
う
た
め
に

分
か
ら
な
い
を
便
利
に
変
え
る

日時　木・土曜　10～12時
場所　情報プラザ

内容　神楽舞、獅子舞、篠笛、
　　　太鼓など

詳しくは
団体HPへ

問情報プラザ☎220-2711

YouTube 本厚木駅南口がリニューアル 検索

映像は市内の景勝地で撮影

撮影は浩昭さん（左）と智樹さんで1台の機体を操る

受講者に手ほどきをする津田さん（右）

読み上げ機能で文字から情報を得る

古民家で天
てん

狐
こ

を演じる瑞貴さん

父と娘と収録映像を確認

市内の神社で神楽を演じることも

市指定無形民俗文化財
相模里神楽 垣澤社中
垣澤　瑞貴さん（38・酒井）
　世襲制の神楽社中。日本でも
珍しい女性神楽師として活動

　デジタル技術の進歩は、私たちの生活に多くの選択肢を増やし続けている。
動画の作成、情報収集、文字の読み上げ機能。自分の生活に合うものをそれ
ぞれ選び使っている。デジタル技術は、生活に欠かせないものになりつつあ
るのかもしれない。

　髙梨さんが撮影し
た市のＰＲムービー
を公開しています。

本厚木駅南口の再開発事業動画公開中

自分や時代に
　　　 合わせて

マルチメディアボランティア
教えたい・教わりたい人を募集



センター長
小川 喜道さん（73）

　
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
・
ス
ポ
ー

ツ（
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
）は
近
年
、
競

技
性
へ
の
関
心
の
高
ま
り
に
加

え
、
高
齢
者
の
健
康
増
進
な
ど

に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
市
内

で
も
、
大
学
を
起
点
に
、
地
域

の
つ
な
が
り
を
生
む
た
め
の
動

き
が
始
ま
っ
て
い
る
。

【登録方法】スマートフォンなど
にLINEのアプリをインストール
し、アカウント名「厚木市」ま
たはID「@atsugi_city」で検索
し、友だち登録

　このセンターは、地域と大学を
つなぐため昨年４月に設立しまし
た。地域の課題解決に、大学の知識・
人材・技術などを生かしていきた
いと考えています。どうぞ気軽に
相談してください。

市公式LINE
アカウント

　
「
お
お
、
手
に
路
面
か
ら
の
振
動
が

伝
わ
っ
て
く
る
。
本
格
的
で
難
し
い

け
れ
ど
、
車
好
き
な
人
は
興
味
を
持

つ
と
思
う
よ
」。
ハ
ン
ド
ル
を
手
に
画

面
に
向
か
う
の
は
、
荻
野
地
区
自
治

会
連
絡
協
議
会
会
長
の
奥
脇
篤
仁
さ

ん（
69
・
上
荻
野
）。
大
学
の
教
授
や

学
生
が
見
守
る
中
、
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
体
験
し
、
顔
を

ほ
こ
ろ
ば
せ
た
。

　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
、
複
数
人
で
対
戦

す
る
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
。
五
輪
種
目
採

用
へ
の
検
討
や
プ
ロ
選
手
の
誕
生
な

ど
、
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
の
一
つ
と
し

て
世
界
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
他
人

と
の
接
触
が
制
限
さ
れ
る
中
、
愛
好

者
は
さ
ら
に
増
え
て
い
る
。
大
学
で

は
、
昨
年
11
月
に
先
進
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
立
。
目
や
手
の

動
き
、
脳
の
働
き
の
分
析
に
よ
る
競

技
力
向
上
に
加
え
、
気
軽
に
楽
し
む

た
め
の
環
境
整
備
も
目
指
し
て
い
る
。 

　
「
こ
れ
は
テ
ス
ト
で
す
。近
く
に
不

審
な
車
が
止
ま
っ
て
い
ま
す
」
―
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
画
面
に
、
注
意

を
呼
び
掛
け
る
言
葉
と
地
図
が
表
示

さ
れ
る
。
自
治
会
で
導
入
を
進
め
て

い
る
無
料
通
信
ア
プ
リ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を

使
っ
た
、
地
域
の
見
守
り
シ
ス
テ
ム

だ
。「
感
染
症
の
影
響
で
、な
か
な
か

実
証
が
始
め
ら
れ
な
か
っ
た
。 

早
く
、住
民
の
皆
さ
ん
に
広
め
た
い
」。

自
治
会
長
の
濱
野
利
久
さ
ん（
70
）

は
、
真
っ
す
ぐ
な
表
情
で
話
し
た
。

　

自
治
会
で
の
防
犯
シ
ス
テ
ム
の
取

り
組
み
は
、
10
年
以
上
前
に
始
ま
っ

た
。「
当
時
の
自
治
会
長
か
ら
学
校
に

メ
ー
ル
で
相
談
が
あ
っ
た
の
が
始
ま

り
。地
域
の
皆
さ
ん
の
希
望
を
聞
き
、

話
し
合
い
を
重
ね
た
」。
自
治
会
の
活

動
に
ず
っ
と
寄
り
添
っ
て
き
た
五い
お
ろ
い

百
蔵

　

緊
急
事
態
宣
言
が
明
け
た
10
月
５

日
の
昼
下
が
り
、
あ
つ
ぎ
市
民
交
流

プ
ラ
ザ
の
一
室
で
は
、
高
齢
者
を
対

象
に
し
た
市
主
催
の
健
康
講
座
が
開

か
れ
て
い
た
。「
フ
レ
イ
ル
は
、足
の

筋
力
が
衰
え
る
と
な
り
や
す
い
。
家

に
こ
も
ら
ず
、
今
日
参
加
さ
れ
て
い

る
皆
さ
ん
の
よ
う
に
、
外
に
出
て
活

動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
」。参
加
者

た
ち
は
、
う
な
ず
い
た
り
、
メ
モ
を

取
っ
た
り
し
な
が
ら
、
講
師
を
務
め

る
高
橋
勝
美
教
授（
60
）の
話
に
耳

を
傾
け
て
い
た
。

　

高
橋
教
授
の
専
門
は
、
人
の
運
動

機
能
。
デ
ジ
タ
ル
機
器
で
、
高
齢
者

の
筋
力
や
認
知
機
能
な
ど
を
測
定

し
、
デ
ー
タ
を
集
約
。
測
定
者
の
健

康
づ
く
り
の
き
っ
か
け
や
、地
域
で
見

守
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
に
生
か

し
て
い
る
。
大
学
近
く
の
荻
野
地
区

セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
る
塩
川
茂
樹
教

授（
51
）は
「
リ
ア
ル
ス
ポ
ー
ツ
と
同

じ
で
、
他
人
と
競
う
こ
と
が
人
の
機

能
向
上
に
つ
な
が
る
。
関
心
の
あ
る

学
生
も
多
く
、
活
気
も
生
ま
れ
て
い

る
」
と
話
す
。

　

10
月
７
日
、
大
学
の
研
究
セ
ン

タ
ー
で
は
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
地
域
交

流
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
自
治
会

長
の
奥
脇
さ
ん
を
招
い
た
意
見
交
換

会
が
開
か
れ
た
。
音
響
工
学
が
専
門

の
上
田
麻
理
准
教
授（
40
）は
「
感
染

症
に
よ
る
外
出
自
粛
で
高
齢
者
の
フ

レ
イ
ル
の
危
険
性
も
高
ま
っ
て
い

る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の

一
つ
と
し
て
始
め
て
み
て
は
ど
う

か
」
と
提
案
。
奥
脇
さ
ん
は
「
難
し

す
ぎ
る
と
抵
抗
が
あ
る
人
も
多
い
と

思
う
。
ど
う
高
齢
者
の
関
心
を
引
く

か
が
課
題
。う
ま
く
活
用
で
き
れ
ば
、

高
齢
者
同
士
だ
け
で
な
く
、
若
い
人

た
ち
と
の
交
流
が
広
が
る
可
能
性
も

あ
る
」
と
期
待
を
込
め
た
。

　

大
学
と
自
治
会
は
今
後
、
少
人
数

で
の
意
見
交
換
や
公
民
館
で
の
体
験

会
な
ど
を
企
画
し
て
い
く
。
健
康
増

進
や
交
流
機
会
の
拡
大
な
ど
、
多
く

の
可
能
性
を
秘
め
た
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
。地

域
に
合
っ
た
取
り
入
れ
方
を
見
い
だ

す
た
め
の
動
き
が
始
ま
っ
て
い
る
。

で
は
、
高
齢
者
10
人
に
腕
時
計
状
の

機
器
を
着
け
て
も
ら
い
、
運
動
量
の

デ
ー
タ
を
測
定
し
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
活
用
す
る
た
め
の

試
行
を
始
め
て
い
る
。
デ
ー
タ
か
ら

活
動
状
況
な
ど
を
分
析
し
、
普
段
と

異
な
る
状
況
が
見
ら
れ
る
場
合
は
直

接
会
っ
て
健
康
状
態
を
確
認
す
る
な

ど
、
本
当
に
必
要
な
人
の
と
こ
ろ
に

人
の
力
を
注
ぐ
た
め
の
試
み
だ
。

　

高
橋
教
授
に
は
、
一
貫
し
た
思
い

が
あ
る
。「
最
終
的
に
は
、人
が
行
動

に
移
さ
な
い
と
何
も
変
わ
ら
な
い
。

デ
ー
タ
や
デ
ジ
タ
ル
機
器
は
、
そ
の

き
っ
か
け
を
つ
く
る
も
の
」。測
定
結

果
を
見
て
日
常
生
活
を
変
え
る
。
講

座
な
ど
に
出
掛
け
、
人
と
言
葉
を
交

わ
す
。
デ
ー
タ
を
生
か
し
て
人
が
動

き
、
強
く
関
わ
り
合
え
る
仕
組
み
作

り
に
向
け
た
日
々
が
続
い
て
い
る
。

重
典
教
授
ら
は
、
初
め
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機

能
を
搭
載
し
た
携
帯
電
話
で
の
メ
ー

ル
配
信
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。

　

開
発
後
、
自
治
会
と
五
百
蔵
教
授

は
住
民
へ
の
周
知
に
力
を
入
れ
た
。

「
ど
ん
な
に
良
い
機
能
を
備
え
て
い

て
も
、
使
っ
て
も
ら
わ
な
く
て
は
意

味
が
な
い
」。
五
百
蔵
教
授
は
、学
生

を
連
れ
て
地
域
の
祭
り
な
ど
に
ブ
ー

ス
を
出
し
、
携
帯
電
話
の
基
本
的
な

操
作
や
シ
ス
テ
ム
の
使
い
方
を
住
民

に
手
ほ
ど
き
し
続
け
た
。
前
会
長
で

顧
問
を
務
め
る
乙
川
州す
す
む澄
さ
ん

（
70
）は
「
地
域
に
来
て
も
ら
い
話
を

し
た
り
、
私
た
ち
が
大
学
に
行
き
、

住
民
の
声
を
届
け
た
り
し
て
改
善
を

繰
り
返
し
て
き
た
」
と
振
り
返
る
。

住
民
が
よ
り
使
い
や
す
い
よ
う
、
19

年
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
の
が
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
で
の
見
守
り
シ
ス
テ
ム
だ
っ
た
。

　

10
月
、
緊
急
事
態
宣
言
が
明
け
、

自
治
会
で
は
44
人
の
班
長
に
よ
る
試

験
運
用
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。

年
内
に
は
、
教
授
を
招
い
た
説
明
会

を
開
き
、
住
民
に
利
用
し
て
も
ら
う

計
画
だ
。濱
野
さ
ん
は「
こ
れ
か
ら
の

時
代
に
こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
は
必
要
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
苦
手
な
方
に
も
、

根
気
強
く
説
明
し
て
利
用
を
促
す
の

が
私
た
ち
の
役
目
」
と
力
を
込
め
る
。

「
デ
ジ
タ
ル
の
技
術
は
、
使
う
人
の
思

い
や
目
的
が
あ
っ
て
初
め
て
生
き
る
。

こ
の
地
域
は
皆
さ
ん
の
思
い
が
10
年

前
か
ら
ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
」と
話
す

五
百
蔵
教
授
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

活
動
に
寄
り
添
っ
て
い
く
。

　森の里４丁目自治会では2009年から、大学の協
力を得て、地域の見守りにデジタル技術を取り入
れてきた。10年にわたる取り組みの根底には、住
民たちの強い思いがあった。

　福祉や健康づくりの現場でも、デジタル技術は
幅広く取り入れられている。しかし、取材で見え
てきたのは、何にも置き換えられない人の動きと
関わりだった。

　防犯、防災、福祉、健康など、地域の皆さんとの
協働に向けた相談を受け付けています。

　現金のやり取りがない電子決済は、感染防止の観点から
も需要が高まっています。市では、次の内容で使えます。

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
で
つ
な
が
る

思いが支える防犯システム

データは人が動くきっかけ

　感染症、防災などの配信
に加え、ごみの出し方やイ
ベント検索機能もあります。

問情報政策課☎︎225-2459

問地域連携・貢献センター☎︎291-3153

地域と手を携えていきたい

詳しくは KAIT 検索

■その他の機能
・受診方法の確認
・受診券の再発行依頼
・健診や人間ドックの検査項目確認

問国保年金課☎︎225-2125

　健診を受けやすくするため、無料通信ア
プリ「LINE」で、特定・長寿健診を実施する
医療機関が探せます。

特定・長寿健診
医療機関検索が簡単に

課題を確認
し解決方法
を企画

2 企画
地域など
で企画を
実践

3 実践
結果を踏
まえ改善
点を検証

4 振り返り1 相談
電話、Eメー
ルなど

問収納課☎︎225-2020

【支払えるもの】市県民税、
固定資産税、軽自動車税

（種別割）、国民健
康・介護・後期高
齢者医療保険料

　納付書のバーコードを読み
込み、「L

ラ イ ン ペ イ

INEPay」「P
ペ イ ペ イ

ayPay」
アプリで払えます。

市税などが自宅で

【支払える発行手数料】戸籍
謄本・抄本、住民票の写し、
納付証明書など
【対象窓口】本庁舎、
第二庁舎、公民館、
駅連絡所など34カ所

　専用レジ端末がある窓口
で、クレジットカード、電子
マネー、コード決済ができます。

問財政課☎︎225-2170

手数料の窓口払いも

電子決済スタート

eスポーツを体験する奥脇さん（右）と見守る塩川教授（右奥）上田准教授（奥中央）

　下荻野にある神奈川工科大学は、地域との連携・貢献に
も力を入れ、知識や技術、設備を活用し、防犯、健康、防
災など幅広い分野で市民の活動を支えている。その活動を
追うと、デジタル技術を生かしていくための人の思いや、
つながりの大切さが見えてきた。

特集
デジタル化を考える

人と地域を
つなぐ

消防 ･防災消防 ･防災
保健･医療保健･医療
高齢者福祉高齢者福祉
防犯･交通安全防犯･交通安全
環境･ごみ対策環境･ごみ対策
税務(申告･納税)税務(申告･納税)
保育・子育て保育・子育て

56.556.556.5
505050

45.745.745.7
41.541.541.5
38.338.338.3
37.637.637.6

26.826.826.8
2019年市民アンケート（928人が複数回答。上位７項目を掲載）

(%)

測定装置の活用方法を語る高橋教授

地域住民に参加を促す奥脇さんシステムを手掛けた五百蔵教授

あつぎ市民交流プラザで開かれた健康講座

LINEを使った防犯システム「みまわりわんこ」

地域を見守る濱野さん（左）と乙川さん

ICT活用を期待する分野は

６７ 2021（令和３）年11月１日

神奈川工科大学
地域連携・貢献センター

気軽に
相談を

市税や手数料の
支払いに



８

　デジタル技術は人のために作られ、便利になる
ことで生まれた時間は、人の生活を豊かにする。
絶えず移り変わる時代だからこそ、自分にとって
変わらない大切なものを見つけたい。

　デジタル化は幅広い分野で進み、社会に
とって欠かせないものです。新型コロナウイ
ルス感染症により、大学の講義はオンライン
で実施せざるを得ない状況になり、小・中学
校では、児童・生徒に１台ずつ情報端末を持
たせるG

 ギ  ガ  

IGAスクール構想も進んでいます。
デジタル化には、業務の効率化など良い面が
多くあります。しかし、開発にはコストもか
かりますし、業務を１００％デジタル化するこ
とはできません。全てをデジタル化すること

コロナ禍でも親同士の交流の場を
ままカフェあつぎ子ども食堂代表� �
� 山田 啓子さん（43・愛甲）

　子育て世帯の交流の場を作ろうと、子ども食堂を
運営しています。コロナ禍で子育て中の親の相談・

交流の場所が無くなり、孤立化していることに問題を感じ、今年２月と８
月にオンライン子ども食堂を企画しました。参加者は賛同した飲食店で専
用のお弁当を購入し、オンライン通話をしながら食べます。初めての試み
で不安もありましたが、30組ほどの参加があり、「子どもと一緒に自分も
楽しんだ」「久しぶりに話ができた」と言ってもらえて、オンラインでも
つながりはつくれるんだと気付きました。時代に合わせた親の居場所づく
りを、これからも続けていきたいです。

生活を楽しく便利にするスマホ
書道家　井上 好枝さん（76・愛名）

　書道仲間と動画や写真を送り合うため、
５年前にスマートフォンを購入しました。
初めは苦戦しましたが、遠隔で使い方を教

えてくれるサービスで勉強。今ではインターネットで買い物した
り、友人や家族とLINEのグループを作ったりと、生活になくて
はならない存在です。北海道や四国に住む書道関係の仲間とオン
ラインでお茶会を開いた時は、久しぶりに話ができ、普段見られ
ない一面が垣間見えてとても楽しめました。

神奈川工科大学
情報工学科　教授
五
い お ろ い

百蔵 重典さん（51）

オンライン授業で校外活動が充実
東京工芸大学２年　岩淵 広

ひろ

虎
と

さん（20）

　入学してからずっとオンライン授業です。
去年の冬から週１回だけ実験のために学校に
行けるようになり、友達と授業の課題などを
共有できて気持ちが楽になりました。
　通学の時間がなくなったので、０歳から続けている水泳の朝練に
毎日通えるようになりました。進学で諦めなければいけないと思っ
ていた水泳にここまで打ち込めたのは、本当にうれしいです。他に
もアルバイトや地元の成人式の実行委員、学童保育のボランティア
などに取り組めているのは、時間に余裕ができたおかげだと思って
います。

テレワークでより働きやすい職場に
大久保歯車工業㈱　近藤 さちさん（23）

　重機などの歯車を製造する会社で生産管理の仕事を
しています。今年１月からテレワークを始め、今は週
に２日は自宅で仕事をしています。慣れないことも多

かったですが、１日３回オンラインでの打ち合わせがあるので、分からない
ことも気軽に相談できました。まだ新しい制度ですが、社員へのアンケート
から改善策や手当を考えてくれるので、安心して取り組めています。通勤時
間がなくなり生活に余裕が生まれたことで、最近料理に興味が湧きました。
今は母と一緒に料理をする時間が楽しいです。

手彫りの印章に思いを込めて
印章彫刻士
小宮 嘉一郎さん（85・旭町）

　15歳の頃にこの道に入り、手彫  
りの印章を作り続けています。印章は自分自身や会社の証し
として、唯一無二の手彫りが当たり前でした。時代の流れと
ともに、印章の価値は大きく変わりました。安価な機械彫り
も増え、仕事は減っています。でも、私は手彫りしかできな
いし、この仕事への誇りもあります。今は、子どもや孫など
への贈り物として選んでくれる人もいます。これからも心を
込めて、世界に一つだけの品を作り続けていきます。

大切にしたい紙の温もり
㈲浅間山印刷　山田 勝さん（85・温水）

　市内で50年印刷会社を営んでいます。40年程前
は、印刷業界では活版印刷が主流でした。辞書の
ように並んだ活字を一文字ずつ選んで版を組み、
インクを付けて刷ります。当時は家庭用プリンターなど無かったので、
名刺や年賀状など、個人からの依頼も多くありました。30年前にオフセッ
ト印刷の機械を導入し並行して使っていましたが、活版印刷には多くの
職人が必要で、今はオフセットのみ使用しています。世の中が変わって、
何もかも電子でというのは少し悲しいです。紙には紙の温かみがあり、
紙の良さはこれからも無くならないものだと思います。

人
が
豊
か
で
あ
る
た
め
に

は、仕事自体を減らすことにもなり、雇用の
問題などにも関わってきます。教育の分野に
関しては、人と人をつなぐためにデジタル技
術が使われるべきだと私は考えています。オ
ンラインで人をつなげ、今まで目が行き届か
なかった部分をより良くするような使い方が
望ましいのではないでしょうか。地域活動で
も、課題や目的をはっきりさせた上で、デジ
タル技術などを取り入れることが必要です。
　デジタル化する部分や割合は、仕事や活動
内容によって異なるでしょう。何をデジタル
化し、どこを人の力でやるか、しっかりと考
え、選んでいくことが大切だと思います。

何をデジタル化し、どこに人の力をかけるか
特集
デジタル化を
考える
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問企画政策課☎225-2450

　

今
回
の
特
集
の
テ
ー
マ
は
デ
ジ
タ
ル
化
。

１
９
９
０
年
代
か
ら
情
報
通
信
に
関
す
る

施
策
を
進
め
て
い
る
市
で
は
、
押
印
廃
止

や
電
子
決
済
な
ど
に
い
ち
早
く
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
私
自
身
も
８
年
前
か
ら
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
い
、
S
N
S
や
地
図
ア

プ
リ
な
ど
を
日
常
的
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、私
は
書
道
を
た
し
な
ん
で
お
り
、

毎
年
、
市
政
運
営
の
テ
ー
マ
を
書
に
し
た

た
め
て
い
ま
す
。
ま
っ
さ
ら
な
気
持
ち
で

白
い
紙
に
向
き
合
う
時
間
は
、
初
心
に
返

る
大
切
な
瞬
間
で
す
。

完
成
し
た
書
に
は
、
落

款
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
私
の
信
念
で

も
あ
る
「
現
地
対
話
主

義
」。
市
民
の
皆
さ
ま

の
思
い
を
、
顔
を
見
て

直
接
聞
く
こ
と
で
、
音

声
や
映
像
だ
け
で
は
読

み
取
れ
な
い
気
持
ち
の

動
き
を
つ
か
め
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
フ
リ
ー
ト
ー
ク
を
実
施

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
安
全
を
確
保
し
、
順

次
地
域
に
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
人
の
た
め
に
あ
る

も
の
で
す
。
行
政
の
仕
事
の
中
に
は
デ
ジ

タ
ル
化
で
き
る
も
の
と
で
き
な
い
も
の
が

あ
り
、
ど
ち
ら
も
人
が
中
心
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
社
会
が
変
わ
っ
て
も
、
変

わ
ら
ず
大
切
な
の
は
「
人
」。
そ
の
信
念

を
大
切
に
、
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

落款は、贈られた手作りの物を愛用

　

み
ど
り
と
清
流

の
ふ
る
さ
と
創
造

委
員
会
が
、
10
月

に
開
花
し
た
ザ
ル

ギ
ク
を
市
に
贈
り

ま
し
た
。
ザ
ル
ギ

ク
は
、
あ
つ
ぎ
飯

山
花
の
里
で
育
て

ら
れ
た
も
の
。
現

地
で
の
秋
の
花
ま

つ
り
は
中
止
と

な
っ
た
も
の
の
、

自
由
に
花
を
見
学
で
き
、
11
月
３
日
ま
で
先
着
順
で
販
売
も

し
て
い
ま
す
。

　

委
員
長
の
小
島
富
司
さ
ん
は
「
み
ん
な
で
汗
を
流
し
て
育

て
た
花
が
見
頃
を
迎
え
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
る
が
、
多
く

の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
花
に

込
め
た
思
い
を
語
り
ま
し
た
。
小
林
市
長
は
「
手

を
掛
け
て
育
て
ら
れ
た
花
を
届
け
て
く
だ
さ
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
秋
を
感
じ
ら
れ
て
気

持
ち
が
和
ら
ぐ
」
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　

落
語
家
の
最
高
位
で
あ
る
真
打
ち
に
昇
進
し

た
、
市
内
出
身
・
柳
家
㐂
三
郎
さ
ん
の
展
示
会
を
、

あ
つ
ぎ
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

会
場
に
は
、
㐂
三
郎
さ
ん
の
紹
介
を
は
じ
め
、
記

念
の
扇
子
や
手
拭
い
、
直
筆
の
サ
イ
ン
、
公
演
し

た
落
語
の
題
名
が
記
さ
れ
た
冊
子
な
ど
を
展
示
。
普
段
見
ら

れ
な
い
品
に
、来
場
者
は
足
を
止
め
て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

展
示
会
は
11
月
15
日
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

展
示
を
見
た
高
島

朋
子
さ
ん
（
56
・
水

引
）
は
「
色
紙
に
描

く
絵
や
サ
イ
ン
な
ど

も
上
手
で
落
語
家
は

多
彩
な
方
が
多
い
と

感
じ
る
。
厚
木
出
身

の
落
語
家
が
増
え
、

落
語
を
通
し
て
厚
木

を
よ
り
知
っ
て
も
ら

え
た
ら
市
民
と
し
て

う
れ
し
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

睦
合
南
公
民
館
で
10
月
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
た
準

備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン

ト
は
、
活
気
あ
る
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

推
進
委
員
会
が
企
画
し
、
今
年
で
２
回
目
。
公
民
館
の
入
り

口
に
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
や
手
作
り
の
壁
飾
り
な
ど
を
あ
し

ら
っ
た
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
を
設
置
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
雰
囲

気
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

委
員
長
の
石
井
勝
巳
さ
ん
（
82
・
妻
田
東
）
は
「
昨
年
も

好
評
だ
っ
た
イ
ベ
ン
ト
。
幅
広
い
年
代
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん

で
ほ
し
い
」
と
話
し
、
準

備
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。

　

仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
に
参

加
し
た
団
体
が
会
場
で
撮

影
し
た
写
真
は
、
公
民
館

内
や
公
民
館
の
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
に
掲
載
。
11
月
30

日
ま
で
公
民
館
な
ど
で
人

気
投
票
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　

２
０
１
５
年
か
ら
教

育
長
を
務
め
た
曽
田
髙

治
氏
が
、
任
期
満
了
の

た
め
９
月
末
に
退
任
し

ま
し
た
。
曽
田
氏
は
、

１
９
８
１
年
に
依
知
中

学
の
教
諭
と
な
り
、
依

知
・
藤
塚
中
の
校
長
や

学
校
教
育
部
長
な
ど
を
経
て
、教
育
長
に
就
任
。
在
任
中
は
、

小
・
中
学
生
1
人
1
台
の
情
報
端
末
を
導
入
し
学
び
を
深
め

る
Gギ

ガ

I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
や
、
保
護
者
と
地
域
住
民
が
学

校
運
営
に
携
わ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
推
進
な
ど
、

教
育
行
政
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

曽
田
氏
は
６
年
間
を
振
り
返
り
「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

何
が
で
き
る
か
を
考
え
な
が
ら
教
育
長
と
し
て
取
り
組
ん
で

き
た
。
立
場
は
変
わ
る
が
、
こ
れ
か
ら
も
市
の
子
ど
も
た
ち

を
見
守
り
た
い
」
と
話
し
、
市
役

所
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

10
月
か
ら
は
、
前
睦
合
東
中
学

校
長
の
佐さ

後の
ち

佳よ
し

親ち
か

氏
が
新
教
育
長

に
就
任
し
て
い
ま
す
。

秋の花を楽しんで

感染症に負けない！地元の心を一つに 子どもたちを見守った6年間

市内団体がザルギクを贈呈真打ち・柳
やなぎや

家㐂
き

三
さぶ

郎
ろう

さんの特別展示を開催

手作りのハロウィーンイベント開催 曽田髙治前教育長が退任

昇進披露舞台で読まれた師匠らからの手紙も公開

重たいカボチャを運ぶ委員会のメンバーたち

職員に見送られる曽田氏（左）

「現地では６色の花が楽しめる」と話す
小島さん（左から２人目）

落語の魅力に触れる
ピト

気候変動に具体的な対策を
　地球温暖化が進むと、集中豪雨や台風が増
えて農作物が不作になったり、海面が上昇し
たりと環境に深刻な影響を与えます。原因と
なる二酸化炭素を減らしましょう。

節電
　小まめな電源のオフやエアコンの適正な
温度設定などに取り組みましょう。節電は、
家計の手助けにもなります。
再利用できる製品を使用
　買い物時は、マイバッグを持って行きま
しょう。製品の再利用は、資源の過剰消費
や二酸化炭素排出量の削減につながります。
地元で買い物、食材は地元産を選ぶ

　地産地消は、すぐに新鮮な商品が手元に届くだけでなく、輸
送時の排出ガスや電力などを削減する効果もあります。

SSSSSSSSSSSSSSSSDDDDDDDDDDDDDDDDGGGGGGGGGGGGGGGGssssssssssssssssSSDDGGss
　持続可能な社会を目指す世界共通の目標「ＳＤ
Ｇｓ」。その達成のために17の目標を知り、でき
ることから実践しませんか。

第1回
みんなで！

できる取り組みは？

目標13
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口
の
中
の
健
康
は
、
体
の
健
康
と
密
接
な

関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
歯
磨
き
で
取
り
き
れ

な
か
っ
た
食
べ
か
す
は
細
菌
の
温
床
と
な

り
、
虫
歯
や
歯
周
病
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

さ
ら
に
口
の
中
で
増
え
た
細
菌
は
、
病
原
菌

や
ウ
イ
ル
ス
を
体
内
に
入
り
や
す
く
す
る
、

気
管
か
ら
肺
に
入
っ
て
誤ご
え
ん嚥
性
肺
炎
の
原
因

と
な
る
、
薬
の
効
果
を
弱
め
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

口
の
健
康
は
体
に
直
結

　
「
口
腔
内
の
状
態
が
悪
く
な
る
と
柔
ら
か

い
物
し
か
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
う
ま

く
話
せ
な
く
な
っ
た
り
と
、
生
活
全
体
に
悪

影
響
が
出
る
」
と
話
す
の
は
、
厚
木
歯
科
医

師
会
事
務
局
長
の
石
塚
修
さ
ん（
64
・
三
田
）。

特
に
歯
を
失
う
と
柔
ら
か
い
食
べ
物
を
選
び

が
ち
に
な
る
た
め
、
健
康
的
な
生
活
の
基
礎

と
な
る
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
の
健

康
を
損
な
う
き
っ
か
け
に
も
な
り
得
ま
す
。

　

加
え
て
、話
す
力
が
低
下
す
る
と
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
も
お
っ
く
う

に
。
石
塚
さ
ん
は
「
高
齢
に
な
る
と
、
口
の

健
康
悪
化
を
き
っ
か
け
に
社
会
と
の
つ
な
が

り
が
薄
く
な
り
、
体
と
心
も
急
速
に
衰
え
る

場
合
が
あ
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
。

定
期
的
な
歯
科
健
診
を

　

口
を
健
康
に
保
つ
に
は
、
毎
日
の
正
し
い

歯
磨
き
と
定
期
健
診
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
初

期
の
虫
歯
や
歯
周
病
の
多
く
は
自
覚
症
状
が

な
い
た
め
、
専
門
家
に
診
て
も
ら
い
、
早
期

発
見
・
治
療
へ
つ
な
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

11
月
８
日
は
い
い
歯
の
日
。
い
つ
ま
で
も

自
分
の
歯
で
健
や
か
に
暮
ら
す
た
め
に
、
歯

や
口
の
ケ
ア
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
健
康
づ
く
り
課
☎
225-

２
２
０
１

体
の
元
気
は
お
口
か
ら

11
月
８
日
は
「
い
い
歯
の
日
」

　

口
に
は
、
食
べ
る
・
話
す
と
い
う
重
要
な
役
割
だ
け
で
な
く
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
か
ら
体
を
守
る
免
疫
機
能
も
持
っ

て
い
ま
す
。
感
染
症
か
ら
身
を
守
り
、
強
い
体
を
保
つ
た
め
に
は
、
日
頃
の
口
腔
ケ
ア
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
い
つ
ま

で
も
お
い
し
く
食
べ
、
楽
し
く
会
話
し
、
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
、
口
の
中
の
健
康
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

Zoom Up

かかりつけ歯科医のチェックを

歯科健診を受けよう

【インターネット】❶市HPまたは
右の二次元コードから予約サイト
へにアクセス❷接種券を見なが
ら、接種券番号（10桁）と接種する
人の生年月日を入力。画面の案内
に沿って日時を選び、氏名、電話
番号などを入力して予約完了

《接種期間》11月30日まで 10～18時
《場　　所》イオン厚木店　6階
《予約方法》

■成人（口腔がん検診と同時受診可）
《対象》市内在住の40歳以上
《期間》2022年2月15日まで
《費用》1000円（口腔がん検診は1600円、歯科
健診と同時受診の場合は1200円）。70歳以上
または費用免除証明証を持つ方は無料
問健康づくり課☎225-2201

◆2歳6カ月児
《対象》市内在住の2歳6カ月〜3歳の誕生日の
前日
《費用》無料
《持ち物》母子健康手帳、健康保険証、バーコー
ドシール、健康診査票、歯ブラシ、タオル
◆妊婦（妊娠中１回限り）
《対象》市内在住の妊婦
《費用》1000円
《持ち物》受診票、母子健康手帳、健康保険証
問健康づくり課☎225-2597

　いずれも申市HPまたは受診票同封の案内
に掲載の医療機関へ。

■後期高齢者
《対象》1945年4月2日〜46年4月1日生まれ
で後期高齢者医療制度に加入している方
《期間》22年1月31日まで（期間中1回限り）
《費用》無料
《持ち物》受診券、被保険者証
申広域連合HPまたは受診券同封の案内に
掲載の医療機関へ。
問県後期高齢者医療広域連合☎045-440-
6700

【電話】コールセンターで予約（※予約専用ダイ
ヤルは10月31日で終了）。

　対象者には受診票・券を送
付しています。忘れずに予約
をお願いします。

子どもの時から正しい歯磨き習慣を子どもの時から正しい歯磨き習慣を

　歯磨きで取り除けなかった細菌の塊は虫歯や
歯周病を引き起こすだけでなく、時間がたつと
歯石になります。歯石は自力で取れない上に、
さらなる細菌の繁殖につながるため、歯科医院
で可能な限り早く取り除かなければなりませ
ん。口腔内の状態が悪くなると、感染症にもか
かりやすくなります。
　2020年はコロナ禍で外出を自粛したためか、
受診率が約１％下がり4.3％になりました。歯科
医院はもともと感染対策を徹底しているので、
ためらわず半年に１度は健診を受けましょう。
　定期的に同じ歯科医院を受診した方がささい
な変化にも気付きやすいため、口腔内の健康を
気軽に相談できる「かかりつけ歯科医」を持つ
ことをお勧めします。

コロナ禍でも定期健診を
厚木歯科医師会
秋山 眞一 歯科医師（55・寿町）

厚木市　いい歯の日 検索

問市新型コロナウイルスワクチン接種コールセンター
☎0570-054-666

☎0570-054-666
（全日　8時30分～17時15分）

　希望する未接種の方は予約をお願いします。　希望する未接種の方は予約をお願いします。
接種券が届かない場合や市に転入した方は、接種券が届かない場合や市に転入した方は、
コールセンターへ連絡してください。コールセンターへ連絡してください。

ワクチン接種のお知らせワクチン接種のお知らせ

《日時》11月26日　9時30分〜11時30分
《場所》保健福祉センター
《費用》無料
申当日直接会場へ。

問健康づくり課☎225-2201

　歯科衛生士が歯磨きや口の悩みに答え
ます。参加者には歯間ブラシとデンタル
フロスをプレゼント。

歯と歯ぐきの健康相談

正しい歯磨きや口腔ケアは

1回目の予約は11月9日まで
希望の方はお早めに
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斎場施設見学会
　11月21日、10時30分～12時。市
斎場。施設見学と葬儀の説明。定
員30人。無料。申11月1～20日に市
斎場☎281-8595へ。先着順。

文化財一般公開
　12月11日①10時30分～②13時30
分～③12日、13時30分～（各回60
分）。本禅寺本堂。県指定重要文
化財の保存修理現場を講師の解説
付きで公開。階段の上り下りがで
きる方各回10人。200円。申11月15 
日までに文化財保護課☎225-2509
へ。抽選。 2144004

子どもたちと楽しく働こう・保育
のしごとオンライン就職フェア

　11月27日、13～16時。市内で働
く保育士が各園の特色を紹介しな

がら就職のアドバイスをする。市
内の保育施設に就職を希望しビデ
オ会議ツール「Z

ズ ー ム
oom」が使える方。 

無料。申11月15日までに市HPから 
申し込み。問保育課☎225-2768へ。

救急救命講習会
■応急手当普通救命講習会
　12月4日、9時～。応急手当ての
重要性や心肺蘇生法、自動体外式
除細動器（AED）の取り扱いなど。
市内在住在勤在学の中学生以上15
人。 申2041039
■小児・乳児への応急手当普通救
命講習会
　12月9日、13時30分～。応急手
当ての重要性や小児・乳児の心肺
蘇生法、AEDの取り扱いなど。市
内在住在勤在学の中学生以上10人。 
申 2041040

◆応急手当普及員再講習会

　12月18日、9時～。応急手当普及
員の有効期限更新や技能の維持・
向上のための講習。市内在住在勤
在学の応急手当普及員で有効期限
以内の方15人。 申2041041
　いずれも会場は消防本部。各回
180分。無料。申11月■1～9日◆
15～25日に救急救命課☎223-9365
へ。抽選。

久保奨学金の奨学生を募集
　高校などへの入学費用を支援す
る入学準備奨学金と、修学費用を
支援する高校等修学奨学金の希望
者を募集します。
　《対象》①修学への意欲がある
②経済的な理由で修学が困難③学
業成績が優秀―の全てを満たす市
内在住の中学3年生（2022年4月に
高校などへ入学予定）20人。申市
立中学校で配られるチラシを確認
し、11月22日までに担任の先生へ
相談。市立中学校以外の方は教育
総務課☎225-2600へ。選考あり。

生産緑地地区変更に伴う都市計画
変更案の縦覧と意見書受け付け

　《閲覧期間》11月8～22日（土・日
曜を除く）《縦覧場所》都市計画
課《意見書提出》直接または郵送
で、11月22日（必着）までに〒243- 
8511都市計画課☎225-2401へ。

新たな農業委員の就任
　市川和典委員、野口政夫委員の
辞任に伴い、内海則行委員、大矢
和人委員を新たに任命しました。
　《任期》10月5日～2022年10月16
日。問農業政策課☎225-2800。

教育委員会委員の任命
　教育委員会委員の任期満了に伴
い、10月16日付けで、森厚子氏（62）
が教育委員会委員に再任しまし
た。問教育総務課☎225-2600。

給与支払報告書などの配布
　11月15日から給与支払報告書の
総括表や個人別明細書などを配布
します。
　《配布場所》市民税課《対象》
事業所や事業主の方。問市民税課
☎225-2011。

もみじの写真展
　市内の公園や緑地などで撮影さ
れた、もみじや紅葉した植物など
の写真を募集します。応募者の中
から抽選で花と緑のギフト券を5
人にプレゼント。申11月1日～12
月15日にカメラやスマートフォン
で撮影した写真をEメールで公園
緑地課☎225-2410・ 4800@city.
atsugi.kanagawa.jpへ 。

申申＝申し込み　問＝問い合わせ　☎＝電話番号　
＝ファクス番号　 ＝Eメール　HP＝ホームページ
　＝講座予約システム（　印の番号で、ウェブ上から詳しい情
報を確認できます。「　申申」と記されたものは、申し込み可）
市役所への郵便物は「〒243-8511○○課」で届きます。

「「秋桜と蜂秋桜と蜂」」
#10月11日撮影
#荻野運動公園
#秋の花
#niceatsugi
広報課公式インス
タグラムで公開中

12月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

11月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

《対象》�①各学区内の小学生②保護者全員が就労（15時以降まで勤
務）や疾病などで放課後に適切な保育ができない③保護者
などが19時までに迎えに来られる―の全てを満たす児童

《時間》�平日（学校休業日を除く）＝放課後～19時 
土曜、長期休業日など＝7時30分～19時 
※日曜、祝日、夏休み中の学校閉庁日、年末年始は休所

《費用》�育成料＝月額4000円（18時まで）、4800円（19時まで） 
クラブ費＝月額3500円（おやつ代、教材費他）

申こども育成課や児童クラブ、市HPなどにある申請書に必要書類
を添え、郵送で11月22日～12月3日（消印有効）までに〒243-8511
こども育成課☎225-2582へ。

インターネット
モニターからの
意見を紹介

厚木市 インターネットモニター

インターネットモニター募集中

問広報課☎225-2043

検 索

10月1日号「広報あつぎ」を読んで
◆市出身者から東京五輪金メダリストが出たことは誇
り／40代男性 ◆産後は未知なことが多いので切れ目
ない支援はありがたい／30代女性 ◆電子で図書館を
利用できるのは便利／70代以上女性 ◆家庭でのごみ
減量の重要性を再認識できた／60代男性 ◆若い人が
動くのは何よりの力。新しい感覚を取り入れ、古き良
き物を残せたらいいと思う／50代女性 ◆北海道の流
氷に興味を引かれたので見に行きたい／30代女性

　原稿作成のため、20年ほどさかの
ぼって写真を探しました。日付や場

所など手書きでメモされた大量のフィルムをひっくり返す
のは、かなり大変な作業。デジタルカメラで良かった…と
思うと同時に、時代時代の市の姿を丁寧に保存してくれた
先輩方に敬意を感じました。カメラが変わっても広報写真
の「その時の市の姿を残す」という役割はずっと変わらず、
これからも続いていくのだとしみじみ思いました／水野

みみ んん ななの で
つくる
声声

ままちち
《パブリックコメント》
■都市計画生産緑地地区の指定基
準の制定
　《閲覧期間》11月1日～12月1日
《閲覧場所》都市計画課、市政情
報コーナー、公民館、本厚木・愛
甲石田駅連絡所、保健福祉セン
ター、中央図書館、あつぎ市民交
流プラザ、市HP《応募方法》閲
覧場所にある用紙で確認。問都市
計画課☎225-2401。

放課後児童クラブ入所児童募集

　市内23小学校区にある放課後
児童クラブで2022年度の入所児
童を募集します。

問こども育成課☎225‐2582

� 問広報課☎225‐2040

第２弾　大野学芸員

第１弾　槐
えんじゅ

学芸員

動画、投票は
こちらから↓

　県が主催する「公共建築グランプ
リ！」に合わせ、博物館の学芸員を
紹介する映像を配信します。クイズ
にもチャレンジ！

学芸員紹介ムービー
あつぎ郷土博物館に行こう！

公共建築グランプリ！とは…
　「コロナが明けたらぜひ来
てほしい我が街の建物」が
テーマのグランプリ。県内の建 
物に投票（11月1～30日）する
と抽選で記念品が当たります。

　新型コロナウイルスの影
響で掲載の催しが中止とな
る場合や、利用に制限のあ
る施設があります。市HP
で随時お知らせします。

新型コロナウイルス感染症に関する県の相談窓口
新型コロナウイルス感染症専用ダイヤル（24時間対応）

感染の不安のある方、健康・医療の相談、診療
ができる医療機関の案内など

☎0570-056-774



人　口世帯数厚木市の人口

「広報あつぎ」では、自主財源確保のため広告掲載事業を実施しています。広告掲載の申し込みは㈱横浜メディアアド☎045-450-1808へ。

2021（令和３)年11月１日 12

22万3813人（前月比138人減）男11万5269人・女10万8544人10万1447世帯（前月比9世帯減）（10月１日現在）

　ミゾソバは、別名をウシノヒタイ
と言う。互

ご

生
せい

する大きな葉が牛の
額のような形をしているからだ。
子どもの頃、この葉をニワトリの
餌にしたが、群生している上どん
どん伸びるので不自由しなかった。
　桃色の花は６㍉ほどで、枝先に
まとまって付いている。５枚ほど

の白い花弁は、先端が薄紅色に染ま
りかれんで美しい。時折小さなホソ
ヒラタアブが訪れ、吸蜜していた。
　広い河川敷を歩くと、トノサマ
バッタやツチイナゴが勢いよく飛
び出し気持ちよさそうにヒラヒラ
と飛んでいた。何げない場所にも
生物多様性を感じた。

　水辺や田のあぜ道など、やや湿った所に群
生する。名前は、溝に生え花や葉がソバに似
ることによる。花は先端が薄紅色で枝先に集
まって咲き清

せい

楚
そ

で美しい／相模川（戸田）の
河川敷で見つけた。� 写真・文 /吉田文雄

⃝ミゾソバ⃝
タデ科

　まちを照らすイルミネーションが本厚木駅を彩っています。11月
は、フォトスポットで撮影をすると買い物がお得になるキャンペー
ンを実施中。幻想的な光を楽しんでみませんか。
� 問商業にぎわい課☎225-2840

写真を撮ってみんなで厚木を盛り上げよう！厚木の冬を彩る光

夜の本厚木駅北口北口のフォトスポット

2月14日まで 16時30分〜24時《点灯期間》
《期間》11月1〜30日
《協力店》約100店舗 詳しくは市HPへ

　フォトスポットにスマートフォンの
カメラをかざすと現れるあゆコロちゃ
んと写真を撮り、協力店舗で提示する
と、10％引き相当の優待が受けられます。


